
取扱説明書

ill 98127型(pHep 4)　lII 98128型(pHep 5)

〔日常館乱防水式plI/℃計〕

はじめに

こ0接は弊社熊品をお買い上げいただ5,心より御礼申し上げます｡木器の取り扱い方法は非常に簡単です

が必ずご使用の前にこの取扱説明書の全文をよくお読みください｡またこの取扱説明書はIII98127型およ

びIl1 98128型共用となっております｡

概説

このハンナplI/℃計III 98127およびi11 98128型はコンパクトなボディーに日常生活防水機僻を備え･万

が一.水中に港下した場合にもそのブローチインク機構により水中には沈まれ､構造となっております｡

pll測定値は自動温度補償(A･rC)され､また同時に温度測定値も可能です｡囲校正は自動1点または2点

校正式となっております｡また測定値安定シンボル表示が最適な読み取り時期をお知らせいたしますoま
た培地獲母が低下した場合には自動的に測定がストップいたしますので翻心残量低下による謝乍動は防止
されます.オーリング付p I-1種極はカートリッジ式ですので簡勘こ交換が可能となっております｡

保証

①亀池収納部

②ディスプレイ

③oN/OFFボタン･

モード設定ボタン

④pll屯極

⑤温度感知部

⑥S即/IiOLDボタン ①自動温度補償インディケーター

②pll測定値読み取り中表示

③賎存淫源塾%表示

④辞任低下サイン

⑤温度表示部

⑥主ディスプレイ
(⑦測定ユニットサイン

木器o)保証期間は木偶li分につきましてはご購入後一年間､また瞳極部につきましてはご鵬人後6ケ月間

となっております｡この期剛壊道が原因と考えられる故障､誤作動に関しましては無償交換･無償修理

の対象となります｡ただしご使用者による誤った使用方法が原因と思われる故樹こつきましては保証期間

中でありましても無償交換/修理の対象外となりますので予めご了承ください.特に壇極につきましては測

定する試料の性状や､測定後の緒極感知部の洗浄方法などにより寿命が大きく異なる場合がございますの

で予めご了承ください｡

なお､この保証は木器に対してのみの保誰とさせていただき､木器をご使用になり鍛造､栽培･飼育､管

理されるお客様の鍵品･物品に対しての保証とはなりませんので予めご了承くださいo



仕様

測定

即: 0.0-+14.0(Ⅲ 98127の場合) 0.00-+14.00(lil 98128型の場合)

温度: 0.0-+60.0℃

検出

plI :　0. 1(ll1 98127の場合)　0.01(ltI 98128型の場合)

温度:0.1℃

精度

pii : ±0.1(ilI 98127の場合) ±0.05(111 98128型の場合)

温度± :0.5℃

*　ノイズ誤差としてさらにpll±0.1 (liI98127の場合)､ pil±0.02 (liI98128型の場合)､

温度±0. 3℃程度而現性に誤差が生じる可能性が考えられます｡

温度補償　自動式

使用条件　-5-らo℃

校正　　　自動校正式(下記セットのいずれか｡各校正用標i勘蘭胡ii売りです)

①　p117.01とp掴.01 ②pl17.01とpl110.01 ③pl16.86とpl14.01 ④pli6.86とpli9.18

電極　　　　カートリッジ式交換可能タイプ型式IiI 73127

電源　　　1.5Vボタン種油4個(LR44型相当品)　8分の未使用で自動電源オフ

寸法･軽さ163×40×26mm　　85g

p Hの測定方法

1. ③のボタンを押し電源を入れます｡

*　桟存バッテリー量が%表示されます｡

2.本体先端の黒い保護キャップを外します｡

3.　p1-1測定を行なう試料に先端感知部を約4cm

程度まで浸潰させます｡

4.軽く脱持しながらディスプレイ左上の時計マーク

が消えたところで測定値の読み取りを行ってく

ださい｡ (ディスプレイ下部には温度測定値が

同時に表示されます｡)

*　測定値は⑥のボタンを押すことでホールド

させることができます｡ (HOLDシンボル表示)

両度ボタンを押すことでホールドは解除されます｡

5.使用後は③のボタンを押し計器の寵源を切ってください｡ 匡詞
ご注意) 1.木器を初めてご健脚こなる場合や長期間未使用であった場合には電極先端の乾燥のため測定値

にバラつきがみられる場合があります｡このような場合には別売りのpil標準液に屯種籾緋鴫

を数時間種度浸潰させることで乾燥を取り除くことができます｡
2.木器の使用後は先端感知部を蒸留水(または水道水)ですすぎ､測定をおこなった試料分が感

知部に城摺しないようにご注意ください｡

3.木製品は完全防水型ではないため､本体全体を水に浸けてしまうと中に水が入り､故障の原因

になりますので水の中には入れないで下さい｡



pHの校正方法

下記の手順でl)Hの校正を行ってください.校正用pH楳瀞夜をビーカー等に深さが約4cm程脚こなる分母をご用意く

ださい｡本能の初期設定では~I諦pH7.01とpH4.01(またはpHIO.01)をl胡iした設定となっております｡ (傭考1)

1.型番HI7007型:掛軸碓　7.OlllH

2.　型番HI 7004型:煤'*胸底　4.01pH(pH4.01 0)I勘⊃Y)に型番HI7010,llHIIE lo.ol Q)楳脚伐もl･Blfl可能です)

谷保輯蘭胡II売りとなっております｡

pH

-　7.01 .

0AL

USE侃E C)

pH

鶴.01 ,

26.6℃

(Du)ボタンを押し計器に理源を入れてください｡

次に.同じ③のボタンを約3秒間以上強く押し込んだままの状態にします.

ディスプレイ下郎には農園のようにOFF 0)サインが現れ.続けてCAL U)･I)-

インに替わります.

CALサインが表示されたところで③のボタンから指を離してください｡

ディスプレイは図のとおり　7.01pHの値を持つ標準舵の要求サインを表しま

す｡ビーカーに州道した保雄腋H1 7007型(7.01pH値)に計器先端感知部

を浸潰してください.計器は自動でpH7.01の設定を開始します｡

(pH7.0の俄準榊こ浸演後はUSEのシンボルはRECに代わります.)

数十秒後.設定が終了すると次に計器はpH値4.01の設定要求サインを表示

します｡ (左図)計器をpH7.01の標准渡から取りILlL先端を水ですすぎ用

鴬したpH4.01の標推測こ感知部を浸潰します｡ (pHd.Olの代わりにpHIO.0

u)煤泊瀬も使用可能です｡その場合は左図の状態でpHIO.01の慄輔蘭こ感知

部を浸潰します｡) pH4.0の煤唯液に緑酒後はUS咽のシンボルはRECに代わ

ります.

計器はpH4.01 0)日動改定を闘始します(またはIJHIO.01)｡そQ)後計器は短

く0!くのシンボル表示を行いpH4.01(または10.01)の校正を日動終了いたし

ます｡ディスプレイ下辛帥こけ温度測定値が表示された通常のDH洲宿モードに

戻ります｡以上でpH校正は終了です.  (a4L真幸W,細e'終T)

備考1 :本港ではpH6.86とllH4.01(またはpH9.18)を使用した校正を行うことができます｡

手順; 1)'H臨ON　2)上記の説uJ)のとおy)③Q)ボタンを昼型上しディスプレイ下段に'J'EMPO)表示がIIlるまで

押します｡ (1､EMPはCAI.の次に表示されます) 3) "1､鱒MP表示がでたところで指をボタンから離しま

す.次に短く③のボタンを両度押します｡ ･1)現柾設定されているpH値の表示が行われます｡敲定を

変質する場合は隣U)(㊤のボタンを短くtlllし設定を変更します.　5)最後に③U)ボタンを短くtlllし改定

の変更をIl'B定します｡



pH電極の交換方法

木器で使用される即蒔極はカートリッジタイプですので下記の手順で簡単に交換することが可能です｡ pii

の校正が正常に行われなくなった場合には新しい回亀極と交換することで多くの場合pll測定は拒常に行

うことができます｡ *竃極を倣める際には必ず輯極部に付属するオーリングと共に行ってください｡

1

pH電極について

1)付属の即種極交換用バー(型式llI 73128)を計器先端のpll

竃極部に搬合します｡

2)バーを時計と反対方軸こ回転させます｡ pli電極カートリ

ッジは本体から外されます｡

3)新しいpll程極(型番IiI 73127)を本体にはめパーを先程

と同じようにpli砥極先端部と朕合し､今度は時計回りに

同株させながら奥に押し込みカチッと本体に接合します｡

pII璃極は測定後できるだけ速やかに測定試料から取りLuL鮒鮨感知部を蒸留水または水道水で濯ぐことで

汚染を最小限に抑えることができ､より永い即穏健の寿命を確保することが可能です｡ pil電極の寿命は

･mll定をおこなう試料の性状により大きく異なります｡ pll原音廟夜のpiI7.0とpl14.0の2ポイントでのpiI校

正が証しく行えなくなった場合にはなんらかのトラブルまたはpll寵極の寿命の可能性と判断することが

できます｡また､亀極にはガラス膜が使用されておりますので破損の危険性が考えられます｡先端感知部

の取扱には十分ご注意ください｡

WRNG表示について

校il三.I申こWRNGが両軸こ表示された場合は次の原因が考えられます｡ ①il･器が正しい標宮邸蘭こ入っていない

②輯極の乾燥③種極の不良もしくは寿命｡ ①の場合は正しい標準液に入れてしばらくすると元に戻ります｡

②の場合は水道水か回4の横綱蘭こ半日程浸けてからもう一度佼正してください｡いずれの場合も戻らな

い場合は渇極の不良もしくは寿命と思われますので､新しい亀極と交換してください｡

木器をご使IT川l何らかのトラブルまたはご質問がございましたら何なりと下記サービス課までお闘い合わ

せください｡

ハンナインスツルメンツ･ジャパン株式会社

〒26ト0023　千葉県千葉市美浜区中瀬1-6　NTT幕張ビル14中洲

埴話　043-216-2601 Fax ()43-216-2602

1Mp:llwww.llanna.cO.jp e･ mail : sales@11anna.CO.jp
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